
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状
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２　対象地区の課題

（参考）　中心経営体

ha ha
ha ha

2 人 ha ha

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）

計

多可町 八千代区上三原集落 令和3年3月16日

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 7.9

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0.0

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計

経営面積 経営作目 経営面積

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

（備考）

農業者
（氏名・名称）

現状

経営作目

認農法 黒大豆・にんにく 3.0 黒大豆・にんにく 3.5Ａ

売渡

（農地中間管理機構の活用方針）
　担い手への農地集約化を行うために、農地中間管理機構の活用を推進する

水稲・果樹 3.0 水稲・果樹 3.5
計 6.0 7.0

Ｂ

（農地の貸付け等の意向）
　農地の貸付け希望農家があれば、農会を窓口に借り受け希望者との農地調整を行う。その際には、中心経
営体及び隣接農家への集積・集約を進める

（鳥獣被害防止対策の取組方針）
　鳥獣被害防止のため、獣害防止柵の定期点検・修理を行うと共に、持続的な農業活動を行うために集落、
農会が協力し対策を講じる

（水路、農道管理に関する方針）
　地域の環境保全、農地保全のため、共同作業として住民による水路管理、農道等の草刈りを実施する。ま
た、多面的機能支払交付金や中山間地域等直接支払交付金により農業活動が継続的に行えるための取組
を行う

農地の所在（地番）
貸付け等の区分（㎡）

貸付け 作業委託

19.5

13.2

8.5

1.0

中区坂本、中区曽我井、中区糀屋、八千代区大和地域

今後の農地の引受けの意向

農業を営む範囲

上三原

＊不耕作地が地域の農地の約３０％となっており、遊休農地の増加が懸念される
＊農業後継者が未定又はいない農家が地域の約８０％となっており、担い手不足が顕著
＊地域内に中心となる担い手がおらず、農業の継続が困難な状況

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　農地利用は、中心経営体である認定農業者１経営体及び参入企業１社を中心に担うほか、村内村外に限ら
ず借受希望者があれば農地調整行う。　また、将来的な集落営農の組織化の必要性について検討を行う。

属性


